
   

令和元年度広報推進協議会開催 

 
日 時  令和２年３月２６日（木） 
 
会議形式 メールによる開催 
  
議 事  
（１） 各構成団体の広報活動の情報提供 
 
（２） 調整ワーキンググループの活動報告・来年度の活動予定 

 
（３）その他 
     
 

 
【配付資料】 
   資料１  各構成団体の令和元年度広報活動の取組報告 

資料２  調整ワーキンググループの活動状況報告・来年度の活動予定 



広報推進協議会構成員

海老名賴利 (一社)全国測量設計業協会連合会 事務局長

藤澤 浩昭 〃 企画部長

宮山 博文 (一財)測量専門教育センター 事務局長

土田 俊行 〃 （中央工学校 教務部長）

田中 尚行 (一社)地図調製技術協会 専務理事

岩崎 昇一 〃 理事・事務局長

岩田 邦雄 (公社)日本測量協会 総務部長

林 保 〃 測量技術センター 参事役・管理部長

斉藤 和也 (公財)日本測量調査技術協会 専務理事

津沢 正晴 〃 理事・事務局長

百成 了一 (一財)日本地図センター 理事・流通事業部長

山口 桂司 〃 総務部長

明野 和彦 国土交通省国土地理院 参事官

奥山 祥司 〃 企画部
地理空間情報活用推進分析官

アドバイザー

鹿田 正昭 金沢工業大学 副学長

オブザーバー

中根 達人 国土交通省 土地・建設産業局 建設市場整備課
専門工事業・建設関連業振興室 企画専門官

※ 敬称略



2020 年 3 月 13 日 
令和元年度広報活動の取り組み報告 

(一社)全国測量設計業協会連合会 

1. 体験学習等(毎年測量の日に併せて実施)
全測連として実施しておりませんが、会員の各協会が実施。
歩測体験:1 測協(宮城県測協 196 名)
測量競技大会:1 測協(山形県測協 73 名)
測量体験学習:7 測協(富山県測協 42 名、石川県測協 91 名、静岡県測協 153 名、京都
府測協 50 名、徳島県測協 12 名、愛媛県測協、大分県測協 37 名)
基準点清掃:1 測協(山梨県測協)
近代測量パネル展:2 測協(石川県測協 1500 名、佐賀県測協 1700 名)

2. 講演会
全測連として G 空間 EXPO2019 にて「i-Construction をはじめとした 3 次元データの
取組みについて」を主題とし、国土交通省 大臣官房 技術調査課 岡村課長による講
演会を実施。

又、会員の各協会の実施状況は下記の通りです。
福岡県測協:近代測量 150 年について

3. 就職活動
建設関連業イメージアップ促進協議会(全測連、建コン、全地連)で学校説明会開催。 
今年度は、八戸高専産業システム工学科 2,3,4 年生 119 名、広島工業大学 工学部  
環境土木工学科 3 年生 59 名、福井工業大学 工学部 建築工学科 3 年生 65 名、 
大阪工業大学 工学部 都市デザイン工学科 3 年生 27 名、長野高専 環境都市 
工学科 4 年生 31 名と 5 校 301 名に建設関連業への就職に向けた説明を実施。 

長野県測協が年末に帰省学生向けに説明会を開催。 
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令和２年３月１３日 

（一財）測量専門教育センター 

令和元年度広報活動の取組報告 

〇 測量専門教育センターの広報活動 

・「測量の日」関連行事において、ポスター、関連グッズの配布を行った。また、 

関連団体と連携・協力しながら関連行事を実施した。 

・近代測量１５０年記念事業にかかるイベントへの参加要請、諸事業のＰＲを各

測量専門養成施設に実施した。 

〇 測量専門養成施設の広報活動の紹介 

・高校生を対象とした体験入学や学校説明会の実施。

・保護者を対象とした学校説明会や業界の説明会を実施。

・社会人を対象とした学校説明会（夜間・休日）を実施。

・高校生を対象とした出前講座や測量士補模擬試験を実施。

・教員による高等学校訪問を実施し、担任の先生や進路指導担当者に就職状況や

卒業後の進路などを説明。 

・実際の仕事を体験（見て、触れて、感じる）させることをテーマとした広報活

動を実施。
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令和元年度広報活動の取組報告

令和 2 年 3 月 13 日 
一般社団法人地図調製技術協会

１）「くらしと測量・地図展」への参加

期 間  6 月 5 日（水）～7 日（金） 
会 場  新宿駅西口広場イベントコーナー

内 容  ① テーマ「地図と測量で振り返る平成」

② 会員社より出展し地図の楽しさ、面白さを伝える展示を行った。

・「平成年表」のパネル展示

・プロジェクションマッピング展示

・実体視体験

・参加者 200 人を対象としたアンケート調査を実施した。

２）出前地図カフェ

期 間  6 月 5 日（水）～7 日（金） 
会 場  新宿駅西口広場イベントコーナー

内 容  「くらしと測量・地図展」開催中に 10 講座を開催した。 
３）第 29 回国際地図学会（ICC 2019 東京）

期 間  7 月 15 日（月）～20 日（土） 
場 所  日本科学未来館と周辺 4 個所 
内 容  会員社 5 社で共同出展ブースにて展示を行った 

・地図、デジタルコンテンツ

・プロジェクションマッピング

・地図グッツ

４）真夏のシンポジウム開催

日 時  8 月 7 日（水）13：00～17：00 
場 所  測量年金会館

テーマ  「地図トレンドの過去・現在・未来」

内 容  7 講座とキーワードディスカッション 
５）地図カフェ「第 2 回地理・地図大クイズ大会」

日 時  11 月 6 日（水）19：00～20：45 
場 所  株式会社ゼンリン内 特設会場

内 容  地図会社がつくる地図クイズ～全日本！都道府県から出題～

ゲスト  衿沢世衣子（ゲスト出題者）

６）技術シンポジウム開催

日 時  11 月 22 日（金）10:00～17:00 
場 所  測量年金会館

テーマ  「これからの地図づくりを考える」

内 容  ～地図づくりは AI に凌駕されるのか～ 6 講座と総合討論 
７）機関誌「地図ジャーナル」の刊行及び寄贈

令和元年 8 月 30 日 NO185 号（孟秋号）特集「これからの地図づくりを考える」 
～地図づくりは AI に凌駕されるのか～ 

令和 2 年 1 月 1 日  NO186 号（新春号）特集「地図と仮想空間（3D）」 
  一般希望者にも頒布販売と地理学科関連の講座のある大学などに寄贈して広報活動を行った。

８）児童生徒地図作品展への後援

広島県、札幌市、旭川市、多摩市、鳥取県への児童生徒地図作品展への後援及び表彰状の

交付を行った。
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日 本 測 量 協 会

２０２０年３月 ６日

２０１９年度に実施した広報活動

1 測量の日実行委員会事務局等としての活動

①ポスター(21,000)、パンフレット（39,000）作成。関係府省、自治体、関係団体等
約３００箇所に配布。

②建設関係専門紙（３紙）への広告記事掲載。他の建設関係専門紙への記事掲載。

③記念グッズの作成（測量業者等への実費販売を行いイベントに活用）

今年度は「マッピーくん定規シート」 約 2.5万枚。
④Ｇ空間ＥＸＰＯ会場内で「測量の日」関連の広報活動（11月 28～ 30日）
⑥その他、各支部において「測量の日」関連行事（講演会、展示など）実施

２ 測量・地理空間情報イノベーション大会の開催

①２０１９年６月１２～１３日、東京大学、参加者数 2,080名。
②主として測量技術者を対象

③別紙の「実施報告」参照

３ Ｇ空間ＥＸＰＯ２０１９／地理空間情報フォーラム２０１９ の開催

①２０１９年１１月２８～３０日、日本科学未来館、来場者数 15,513名。
②広く一般対象

③別紙の「実施報告」参照

４ 夏のリコチャレ に参加

日本測量協会に設置している「測量・地理空間情報女性の技術力向上委員会」（ソ

クジョの会）がリコチャレ＝「学生のための建設産業界体感イベント」に参加し、学生

に測量・地理空間情報の仕事の魅力等について紹介した。

① 2019年 8月 2日（木）、秋葉原ＵＤＸ
②建設通信新聞社主催、国土交通省・日本測量協会等関係団体が後援

「理工チャレンジ」略して「リコチャレ」とは

内閣府等の取り組み。
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- 2 -

理工系分野に興味がある女子中高生・女子学生の皆さんが、将来の自分をしっかりイメージして進

路選択（チャレンジ）することを応援するため、 内閣府男女共同参画局が中心となって行っている

取り組み。

理工系分野が充実している大学や企業など『リコチャレ応援団体』の紹介や、団体が実施するイベ

ント情報の提供、 理工系分野で活躍する女性からのメッセージ紹介などを行っている。（内閣府ＨＰ

より）

５ 「測量・地理空間情報女性の技術力向上委員会」（ソクジョの会）が大学等を訪問

「ソクジョの会」が下記の大学等を訪問し、測量・地理空間情報の仕事の魅力等につい

て紹介。

①２０１９年７月８日 中央工学校 （約３０名）

②２０１９年１０月１５日 名古屋大学 文学部（約６０名）
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令和１年度広報活動の取組報告 

(公財)日本測量調査技術協会 

１．発表会・セミナー 

(1) 第 41回測量調査技術発表会

・日時：2019年 8月 2日（金）09：55～17：45

・場所：新宿区四谷区民ホール（東京都新宿区内藤町 87番地）

・参加者：299名

・発表：研究発表１3，特別講演１，基調講演 1，部会報告等 4

・備考：「測量の日」関連行事、近代測量 150 年記念行事として開催

(2) TC 211総会開催記念セミナー 2019 in 大宮

・日時：2019年 12月 12日（木）12：50～17：15

・場所：大宮ソニックシティ 市民ホール２（さいたま市大宮区桜木町１丁目 7-5）

・参加者：123名

・発表：技術セミナー５，特別講演２

・備考：ISO/TC 211第 49回総会と並行し、同じ会場で実施

２．地区事業委員会併設社会技術動向講演会 

・全国５地区で開催。
・河川管理における 3次元データ活用、新技術を活用した河川維持管理の取り組み等
について、国土交通省や会員会社による講演を実施

３．図書刊行 

(1) 機関誌『先端測量技術』
112号（2019年 7月） 特集 地理情報標準の四半世紀、

地理空間計測・活用技術セミナー 2018 in 金沢 

113号（2019年 12月）速報 ISO/TC 211第 49回総会 

特集 第 41回測量調査技術発表会 

(2) 『公共測量積算ハンドブック』
2019年版を 11月に発行 

４．S-GI-Cert地理情報標準認定資格 

(1) 初級技術者講習試験
7月 6日（土）、全国 5会場（仙台・東京・名古屋・大阪・福岡）で実施。受講者
249名、受験者 253名、合格者 162名（65.1.3％） 

(2) 中級技術者講習試験
10月 24日（木）～26日（土）（3日間）、東京会場・大阪会場で実施。
受講者 44名、受験者 63名、合格者 13名（20.6％） 

(3) 上級技術者試験
5月 26日（日）、東京会場で実施。受験者 17名、合格者 4名（24.7%）

５．G空間 EXPO 2019 

・会期：令和元年 11 月 28 日（木）、29 日（金）、30日（土）

・会場：日本科学未来館（東京都江東区青海 2-3-6）

・測技協展示ブースにて測量調査技術の最近 10年間の変遷年表を掲示し、訪問客の
コメントを募集した。
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２０１９年８月２日（金）
9：55～17：45　（受付 9：30～） 後援：国土交通省国土地理院

新宿区立四谷区民ホール 参加料（税込）：測技協会員/学生2,000円、一般3,000円

〒160-8581　東京都新宿区内藤町87番地
午前の部：09：55～12：35

午後の部：13：30～17：45 参加方法：測技協HPより事前申込　（※当日会場受付可）

プログラム
9:55 － 10:00 ガイダンス 測技協　技術普及部会長 今井 靖晃（国際航業株式会社）

10:00 － 10:05 開会挨拶 測技協　技術委員長 赤松 幸生（国際航業株式会社）

特別講演

1 10：05－17：45 （受付 9：30－）－ 11:05 相互理解を深めるコミュニケーション技術 東京工芸大学　芸術学部 教授 大島 武

技術発表　午前

2 1 11:05 － 11:20 スリナム国電力GISデータ作成業務について 株式会社パスコ 礒部 浩平

3 2 11:20 － 11:35 GISとOCRを活用した応急危険度判定の取り組み アジア航測株式会社 渡部 雄太

4 3 11:35 － 11:50 AIを用いた写真判読について 朝日航洋株式会社 布施 健

5 4 11:50 － 12:05
SARデータによる農地の被害状況把握マップの作成
－SARデータ分析チャレンジを通じた取り組み紹介－

ESRIジャパン株式会社 櫻井 洋祐

6 5 12:05 － 12:20 空間構造特性としての路地推定の試み 株式会社東京地図研究社 谷口 亮

7 6 12:20 － 12:35 密集市街地の狭隘道路の実態調査の方法 株式会社日野 梅賀 亮太

12:35 － 13:30 休憩（55分）

技術発表　午後

8 7 13:30 － 13:45
可搬ボート型マルチビーム測深機「CARPHIN-V」による
水中三次元計測

中日本航空株式会社 城下 奨

9 8 13:45 － 14:00 ALB３次元点群データの河川管理活用に向けた現状及び課題 株式会社パスコ 山本 達也

10 9 14:00 － 14:15
UAVレーザシステム「Terra LiDAR」の

IMU複合による高精度化
Terra Drone株式会社 塩澤 駿一

11 10 14:15 － 14:30 蛇行式航空レーザ計測方法の解析手法の開発 国際航業株式会社 前橋 尚弥

12 11 14:30 － 14:45 BIM/CIMに用いる3次元計測方法の検証 株式会社日本インシーク 周 媛媛

13 12 14:45 － 15:00 測量手法の多様化によるシームレスな点群データの取得 株式会社フジヤマ 田邊 真

14 13 15:00 － 15:15 三次元ハイブリッド地図による工場管理 アジア航測株式会社 国田 大策

15:15 － 15:25 休憩（10分）

基調講演

15 15:25 － 16:25
インフラデータから衛星データを利用する

都市の丸ごと地震シミュレーション
国立研究開発法人海洋研究開発機構
付加価値情報創生部門

部門長 堀 宗朗

測技協　技術委員会　技術部会等　活動報告

16 1 16:25 － 16:40 ISO/TC 211への取組み ～ 第49回大宮総会に向けて ～
公益財団法人日本測量調査技術協会
GISセンター

津沢 正晴
迫田 航

17 2 16:40 － 16:55 GIS部会活動報告及びBIM/CIM WG活動について
公益財団法人日本測量調査技術協会
GIS部会

中野 崇（国際航業株式会社）

18 3 16:55 17:10
国土管理・コンサル部会活動報告
　「頻発した2018年災害における空間情報取得と活用」

公益財団法人日本測量調査技術協会
国土管理・コンサル部会

下村 博之（株式会社パスコ）

19 4 17:10 17:25
国土管理・コンサル部会活動報告
　ドローンWG活動報告

公益財団法人日本測量調査技術協会
国土管理・コンサル部会　ドローンWG

小林 雅弘（アジア航測株式会社）

表彰式　閉会挨拶

17:25 － 17:40

17:40 － 17:45 総評　閉会挨拶 公益財団法人日本測量調査技術協会 会長　岡部 篤行

※プログラムは変更される場合がございます。

（参加料には要旨集代金を含みます）

https://www.sokugikyo.or.jp/seminar/index.html

優秀論文　優秀発表　測量成果品質管理優良賞　表彰式

測量CPD　設計CPD　 対象

主催：公益財団法人日本測量調査技術協会
技術委員会・技術普及部会

※午前の部または午後の部のみ参加の場合も同額

第４1回 測量調査技術発表会
測量CPD：午前3P 午後4P

設計CPD：午前2P 午後4P
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『先端測量技術』113 号 目次追加情報から 
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広報関係の取組（令和元年度） 

一般財団法人日本地図センター 

① 夏休み地図教室

時期 ７月２６日（金）、２７日（土）、２９日（月） 

８月２３日（金）、２４日（土）、２６日（月）  

会場 日本地図センター会議室 

内容 小学校中～高学年向けの内容で、近隣の教育委員会の後援を得て、講師の話のほか、保護者

と一緒に地図を遊ぶ。今年のテーマは、「３D 富士山を作ってみよう！」、「世界を食べる地図

作り！」、「手作り地球儀に挑戦しよう！」。 

② 教員免許状更新講習（文部科学省認定講習）

・時期 ８月２日（金） 

会場 日本地図センター会議室 

内容 「地図総合」 

大学で地理学を専攻しなかった先生やこれまで地図に深く接する機会の少なかった先生を

対象として、地図についての基礎知識を学ぶ。 

・時期 ８月２１日（水） 

会場 日本地図センター会議室 

内容 「地図探求」 

大学で地理学を専攻した先生や地理を専門に教え、地理や地図に関して一定の知識をお持

ちの先生を対象として、地図に関する専門知識をより深く学ぶ。マップリーダー研修会を兼

ねる。 

③ 児童生徒の職場訪問学習

時期 ７月９日（火）～７月１１日（木） 

会場 日本地図センター会議室等 

内容 目黒区立第一中学校の生徒を受け入れ、地図づくりの現場での体験学習を行う。 

④ 地図倶楽部イベント（内容は別添資料参照）

・「測量用飛行機見学会」

時期 ４月２６日（金） 

会場 調布飛行場 共立航空撮影㈱調布格納庫 

・「地質標本館見学会」 

時期 11 月29 日（金） 

会場 地質標本館 

・「新宿歴史博物館見学会」 

時期 12 月8 日（日） 

会場 新宿歴史博物館 

⑤ 地理文化講演会

・時期 ５月２５日（土） 

会場 日本地図センター会議室 

内容 「気温温暖化議論」大村 籑
あつむ

氏 （スイス連邦工科大学名誉教授） 

・時期 ８月３１日（土） 

会場 日本地図センター会議室 

内容 「尖閣諸島初めての総合調査」藤田 宗久氏（元沖縄開発庁総務局企画課企画専門官） 
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国土地理院における令和元年度広報活動 

令和元年度に実施した主な広報活動は以下のとおり。 

１．定常的な活動 

（１）報道発表 

測量行政懇談会の開催や地理院地図機能改良などの国土地理院の活動について、国土交通記者会

や筑波研究学園都市記者会などに報道発表を実施している。令和元年度は、平成30年度の64件よ

り、多い75件（2月末時点）を実施した。 

（２）国土地理院広報の発行 

毎月末に「国土地理院広報」を発行している。「国土地理院広報」は、国土地理院ＨＰから閲覧

できる。特に「ことばのミニ辞典」の連載など、分かりやすい広報を心がけている。

（３）SNSを用いた情報発信 

国土地理院公式Twitter（2月末現在のフォロワー数: 27,549）により国土地理院の情報を日々発

信し、国土地理院のファンの発掘・拡大に努めている。 

（４）国土地理院本館1階展示コーナーの運営 

国土地理院本館1階ロビーに展示コーナーを設けて情報の発信を実施している。 

（５）出前講座の実施 

今年度の2月末日時点で「35件」実施した。 

２．国土地理院ホームページによる情報発信 

（１）分かりやすいホームページ 
災害対応時にトップページにバナーを作成し、新着・更新情報を分かりやすい表現にしている。

また、ユーザーに分かりやすいホームページとするため、国土地理院ホームページのリニューアル

を行う予定である。 

（２）アクセシビリティ対応 

平成28年4月施行の「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」に対応するため、アクセ

シビリティ及びユーザビリティに配慮したウェブサイトの作成を実施している。 

３．「地図と測量の科学館」の積極活用 

「地図と測量の科学館」は、地図や測量の歴史や技術等を総合的に展示する施設であり、来館者に

楽しく学んで再び来ていただけるような運営を行っている。 

（１）主なイベント 

○常設展示のほか、特別展示室において、企画展を行っている。

(令和元年度) 

①常設展示「JAXAと国土地理院の宇宙技術を用いた取り組みのコラボ展示」 

②企画展「高さってなんだろう？」（3月12日から6月30日まで） 

③企画展「地図と私たち」（7月17日から10月6日まで） 

④企画展「大転換！平成の測量」（11月6日から12月20日まで） 
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⑤企画展「第23回全国児童生徒地図優秀作品展」（1月4日から2月16日まで） 

⑥企画展「地図から読む防災」（3月17日から6月28日まで） 

○子どもから大人まで誰もが楽しみながら、「学び」「体感できる」企画を行っている。

①夏休み野外測量体験「分度器を使って高さを測ろう！」（参加者33名）（7月24日）

②夏休み野外測量体験「伊能忠敬になってお宝を探そう！」（参加者46名）（8月7日）

③夏休み野外測量体験「GPSで地上絵を描こう」（参加者59名）（8月21日）

④地図と測量のおもしろ塾「3Dの筑波山を作ってみよう！」（参加者184名）（9月28、29日） 

⑤地図と測量のおもしろ塾「日本の大きさを測ってみよう！」（参加者121名）

（10月26、27日） 

⑥地図と測量のおもしろ塾「自分の地図を作ってみよう！」（参加者105名）（11月23、24日） 

⑦地図と測量のおもしろ塾「自分の地球儀を作ってみよう！」（参加者168名） 

（12月14、15日） 

⑧地図と測量のおもしろ塾「衛星測位からUAVまで」（参加者56名）（1月18、19日） 

（地図と測量のおもしろ塾の実施期間9月から1月まで計10回で延べ634人参加） 

（２）地理・地図教育支援での活用 

○「地図と測量の科学館」を活用して、小・中・高等学校の社会科教育における校外学習を積極的

に受入れるなど教育現場における学習支援活動等を展開している。

①中学生職場体験学習「つくば市立大穂中学校」（8年生4名）（7月24日）

②小学生職場体験学習「つくば市立要小学校」（2年生5名）（10月29日）

③中学生職場体験学習「つくば市立竹園東中学校」（7年生4名）（11月14日）

④中学生職場体験学習「つくば市立吾妻中学校」（8年生4名）（12月12日）

⑤サイエンスキャスティング2019（中高生対象の施設訪問）（7年生2名、9年生3名）

（8月1日） 

○「地図と測量の科学館」を出前講座等の生涯学習へ活用している。

今年度の2月末日時点で「15件」実施した。 

（３）その他（来館者100万人達成） 

○「地図と測量の科学館」は、平成8年6月1日の開館以来、令和元年8月6日で来館者100 

万人を達成した。（記念式典を実施） 

４．測量・地図の普及啓発について 

（１）全国児童生徒地図優秀作品展の実施 

全国児童生徒地図作品展連絡協議会の事務局として、全国児童生徒地図優秀作品展を開催した。

全国児童生徒地図優秀作品展では、特に優秀な作品に国土交通大臣賞、文部科学大臣賞を授与して

いる。（添付資料１）  

（２）普及啓発に係る主な行事 

○「測量の日」関連行事

測量の意義及び重要性に対する国民の理解と関心を高めることを目的として、6月3日を「測

量の日」とすることが制定されており、毎年6月3日を中心に各地と連携して「測量の日」関連

行事を行っている。地図と測量の科学館で実施する「測量の日」特別企画は、本年度は、6月2

日に実施した。 
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○国土地理院報告会 

その時々の課題に対する国土地理院の最新施策を紹介するとともに、測量や地図に関連する分

野の第一人者の方々に特別講演をいただく国土地理院報告会を実施している。本年度は、6月6

日に実施した。 

以上 
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調整ワーキンググループの
活動状況報告と
来年度の活動予定

1

資料２ 令和元年度広報推進協議会

広報推進協議会 調整ワーキンググループ



本資料でご議論頂きたい主なポイント

次の２点のご承認を賜りたい。
① 来年度リーフレットの内容
② 来年度方針「若手の声を聞く」

2



広報推進協議会について 3

広報推進協議会は、測量や地図作成の役割や重要性等について、多くの皆様にご
理解いただき、関心を持っていただくため2015年に発足した団体です。
測量業界においては、測量技術者を取り巻く社会情勢や環境は変化し続け、実際

の測量作業に従事する者が減少するとともに高齢化が著しく進んでおり、測量技術
者の不足が新たな課題として浮上し、女性や若年者を中心とする新たな測量技術者の
担い手を確保することが求められています。このため中長期的な育成・確保の促進
を図るため、測量にたずさわる産学官の関係者が一体となって、測量のイメージ
アップや測量関係業種での就業の魅力をアピールする等、様々な取組みを行っていま
す。その一環として、測量関連業種における広報活動等の情報を統合的に発信しま
す。 (出典：http://sokuryo-koho.com/about/index.html)

≪口頭発言で申し上げようとしていた内容を緑字で記載しています≫
既にご存じのところかと思いますが、当協議会の目的について再確認いたしました。
女性や若年者を中心とする担い手を確保すること、具体的には就業の魅力をアピールす
ることが中心的な目的であり、その手段として統合的な広報を行うことが、この協議会
の目的であると認識しています。



ワーキンググループ活動の内容（概要）
今年度の実績 来年度の計画

1 リーフレットを更新 さらに洗練していく
2 業界の外とのイメージのギャップについて検討 広報内容に反映していく
3 業界の魅力を協議会ウェブサイトで発信 継続
4 業界等の紹介ビデオ（企業ビデオ）へリンク 継続
5 業界のイベント等をツイッターで周知 チャンネルを確立したので活用していく
6 業界で活躍している技術者の事例を収集 現状維持
7 団体機関誌等で協議会ウェブサイトを紹介 強化（紹介の標準原稿を共有）
8 団体会員によるウェブサイトやリーフレットの利用を強化 継続
9 業界の魅力をイベントで発信 継続
10 近代測量150年記念事業へ協力 継続
11 - ツイート内容を考える
12 - 若手の声を聞く

4

今年度は、これまでに確立した活動を実施した他、業界の内外のイメージのギャップを議
論しました。また、若年者に向けたツイッターのチャンネルを整備しています。来年度は、
若年者の声をより積極的に聞くことが重要と考えています。



5

文章をブラッシュアップ

文章・図をブラッシュアップ

文章・図をブラッシュアップ

維持（P）

2020年3月：新年度版の承認を頂く
2020年5月：新年度版を各団体に送付

近代測量150年写真展入賞作にも
当たってみたが、適するものが見られ
なかった。
→一定の職責を持つ女性技術者に
見えるストックフォトに差し替え

リーフレット 5



リーフレットは、今年度も含め、例年ブラッシュアップをしております。
来年度も、５月には新年度版を各団体に送付できるよう準備を進めております。このリー
フレットは入職希望者向けという性格が強いことから、内容を更新するというよりは、内容
をブラッシュアップするという方針となりました。
来年度は、結果的に、今年度更新していない部分について更新を図ることになりました。
具体的には、おもて面上半分の写真と、うら面のテキストのうち、先輩からの生の声以外の
部分を修正する方向で、ワーキンググループで議論を行いました。

写真の差し替えについて説明いたします。写真はパンフレットの顔となる部分と考えてい
ます。近代測量１５０年写真展の入賞作品も含めて検討してみましたが、やはり入職希望者
にとってポジティブな印象を与えられる写真を探すことになりました。具体的には、女性技
術者の、ある程度の職責を持つイメージが出ている写真を、プロが撮影したストックフォト
から入手して差し替えたいと考えています。女性管理職が出る業界、というイメージを出し
ていければと考えています。
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測量・地図作成の仕事
【第一段落】
国土を適切に管理し保全することは、国家が存立する上

で欠くことのできない要素の一つです。また、国土の姿を
適切に捉えることができて初めて、様々インフラの整備や、
これに根ざした社会経済活動が可能になります。
↓
スマートフォンで誰もが使える地図は、測量が捉えた国

土の姿です。

国土の姿を適切に捉えることは、国民の安心と安全を確
立するためにも、道路や堤防、鉄道、港湾といったインフ
ラを整備・管理するためにも、ひいては経済社会の発展の
ためにも重要です。

7



測量・地図作成の仕事
【第二段落】
国土の姿を捉えるためには、測量をはじめとする「国土

を測る」活動が必要です。「国土を測る」活動は、社会経
済活動の基礎的な情報基盤を整備するために広く実施され
ており、国や地方公共団体が行う公共事業に限らず、民間
による開発や個人の資産管理など、様々な場面で行われて
います。また、測量により作成される地図は、日常の生活
の中で当たり前のように利用されています。
↓
国土の姿は、公共事業を行う国や地方公共団体だけでな

く、開発を行う民間事業者や資産管理を行う個人が計画す
る「測量」によって捉えられています。また、国土の姿は
「地図作成」によってスマートフォンの地図等になって、
日常の生活の中に伝わっていきます。

8



測量・地図作成の仕事
【第三段落】
このように測量や地図を作成する仕事は、国土やその上

に構築されている様々な社会インフラの位置・形状などを
測定し記録するという、我が国の社会経済活動のための基
礎的な情報を整備する重要な役割を担っています。
↓
これら「測量」や「地図作成」を担っているのが測量技

術者です。測量技術者が国土や社会インフラの位置・形状
を測定し記録することによって、我が国の経済社会活動が
円滑に実施されているのです。未来を創る はじまりの仕
事。それが測量・地図作成の仕事です。

9



10

リーフレットうら面上の、「測量・地図作成の仕事」のテキストのブラッシュアップを行
いました。書かれている内容はそのままに、若年者の入職希望者にも読みやすくなるような
修正を行いました。

具体的な工夫点のうち大きなものは、次の２点です。

若年者が地図に触れる機会はスマートフォンが多いのではないかと考えたため、スマート
フォンへの言及を加えました。

また、リーフレットおもて面の下にある「未来を創る はじまりの仕事。」というキャッ
チフレーズが好評であることから、テキストの末尾にも改めて加えました。

10



広がる仕事の世界（リード文）
測量技術者の仕事は、着目する場所の位置を正確に「測る」

こと、測った位置を地図やカーナビなどに加工する「描く」こ
と、そして、位置情報を知る最新技術と地理空間情報を用いた
自動運転支援、防災・減災支援、マーケティング支援に係わる
（ママ）問題を「解決する」ことまで、様々な分野に広がって
います。
それぞれの仕事に携わる先輩方の一言を紹介します。
↓
測量技術者の仕事の世界は、国土の姿を捉えるための「測

る」こと、国土の姿を伝えるための「描く」こと、我が国の経
済社会活動における、例えば自動運転、防災・減災、マーケ
ティング等にまつわる問題を「解決する」こと等さまざまな領
域に広がっています。

それぞれの領域に携わる先輩方の一言を紹介します。

11

それぞれの領域の説明のバランスをとる等の観点からブラッシュアップしました。



測量にかかわる国家資格
測量の国家資格（測量士・測量士補）は測量法で規定されて

います。
測量士・測量士補になるには右の図のような方法があります。

そのなかでも測量専門学校や認定を受けた大学を卒業して、測
量士補の資格を取得後、実務経験を経て測量士となるケースが
大多数となっています。
↓
昭和24年（1949年）に公布された測量法に基づく測量技術者

の国家資格として「測量士」と「測量士補」があります。多く
の測量の計画や実施は、測量法により、これら国家資格者のみ
に許されています。

測量士・測量士補になる方法は右の図のとおりです。大多数
の測量技術者は、測量専門学校や認定を受けた大学を卒業して
測量士補資格を取得後、実務経験を積んで測量士資格を取得し
ます。

12

測量士・士補資格の価値を伝える表現を加えるブラッシュアップをしました。



測量に関わる国家資格 付図 13

測量に関わる国家資格の図については、測量士制度に関わる既存の資料との整合性を確保
する必要があることから、国土地理院としては、これまで通りとさせていただきたく考え
ております。



多分野で活躍する測量技術者
測量技術者は、測量に従事して経験を積んでいきます。測量には

国や公共機関が行う測量と民間企業が行う測量があります。
技術士や他の資格を活用し、測量と他の分野とを組み合わせた高

度なサービスを提供する技術者もいます。長じては管理職や企業経
営者として測量に携わる人もいます。更には、大学や学校の教員や
研究者として後進を指導したり新技術を開発する人、公務員として
測量の実務に就く人もいます。
また、測量士ならではのセンスを生かして、計測分野のみならず

コンサルティングやマーケティングなどの分野でも活躍しています。
↓
測量技術者は、国や公共機関、民間企業や個人のための多岐にわ

たる測量に従事し、多彩な経験を積んでいきます。

技術士等の資格を取得してより高度なサービスを提供する、管理
職や企業経営者となる、大学等の教員として後進を指導し新技術を
開発する、公務員として測量の実務を行う、コンサルティングや
マーケティングで活躍するといった活躍の道も、測量技術者には開
かれています。
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本来の測量での多彩な経験と、他分野での活躍との間のバランスを調整しました。



多分野で活躍する測量技術者 付図 15

多分野で活躍する測量技術者の図に
ついては、次の工夫を行いました。

① 「測量士」を「測量技術者」に
改めた。

② 「測量士が様々な分野に流れて
いく」という印象ではなく、測
量と地図作成というコア業務が
まずあって、さらに様々な分野
で活躍できる、という印象を与
えられるよう、「測量技術者」
を中心において、測量・地図作
成に囲ませる形にした。



業界の外とのイメージのギャップ

① 情報技術等の「新技術」を使っているイメージが伝わっていない。
特にUAVのビジュアルなインパクトは特に地方で高いとのこと。

② ウェブ地図が無料であることから、測量に手間がかからないという
誤解も見られる。

③ 新技術にフォーカスしすぎると説明内容が難解になる。また、実
際の現場の仕事とも乖離する傾向が出る。
計測結果や利用例を合わせて見せると分かりやすい。例えば MMS

④ 「現場の楽しさ」を伝えることこそが重要である。

→ リーフレットや協議会ウェブサイトの更新に反映していく。
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業界の外とのイメージのギャップについても、ワーキンググループで議論を行いました。
新技術のイメージと、現場の楽しさのイメージとを、上手に伝えていくことで広報が改善
できる可能性があると考えており、リーフレットやウェブサイトに反映してまいります。



業界等の紹介ビデオへリンク

•各団体の会員が公開
しているビデオを募集し、
協議会ウェブサイトから
リンクした。

• 新潟県測量業協会の
「測量特番 ふるさとを
守り、未来を創る ～
測量士の仕事と役割
～」に協議会ウェブサ
イトからリンクを張った
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【今後の方針】
企業に期待することは排除しないが、現実的ではない。
当面、支部など公的な主体のビデオについて集中検討
する。引き続き、特に支部ビデオへのリンク敷設を進めていきます。



業界のイベント等をTwitterで周知
• Twitter アカウント@sokuryokoho を作成した
• イベント情報等の発信を行っている

◎2月5日から、全平日
の8:17にツイートを実
施している
×現時点のフォロワーは少

↓
メディアは確立した。
来年度、活用していく。
（フォロワー増施策以前
に内容を要検討）
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ツイッターに毎日自動投稿
できる状態は本年度確保で
きました。若年者にリーチ
するような内容の検討を進
めていく必要があります。



業界の魅力をイベントで発信
•各団体（支部を含む）のイ
ベント等の予定情報を協議
会のサイトに掲載した。

→1ヶ月あたり3件程度の掲載
ができた。

•各団体は学校向けの講演
会や体験学習を実施した。
また、その情報を協議会ウェ
ブサイトにも掲載した。

•各団体は就職活動イベント
で業界をPRした。

• 大学コンソーシアムの多くにも
リーフレットを提供できた。

19

これらの発信は順調に実施できており、
引き続き実施してまいります。



（参考）国土地理院の若手の助言
① 月刊「測量」の「ふぃめいる」や「日経コンストラクション」の「若手
列伝」のような、女性や若手の活躍を共有するコーナーは有効
ウェブで記事が公開されていることは、ネットワークを構築する面でも有利
「ふぃめいる」の内容を、広報推進協議会ウェブサイトに転載できる可能性は？
日本測量協会の「測量・地理空間情報女性の技術力向上委員会（略称：ソクジョ
の会）とのコラボレーション企画を考える価値があるのでは。

② 業界の未来展望を語ったり、それを画にすることができれば、学生の気
を惹くことができる。例：ゼンリンのCMシリーズ

③ キッザニアとモーターショーがコラボレーションして、クルマに関する
職業を体験させた例がある。測量作業についても、読んだり聞いたりだ
けではなくて実際に体験してもらうことが効果的では。
• 【JMC】地図地理検定イベントを千葉イオンモールで実施した実績がある。

④ 測量技術を身近に感じてもらうことが重要。測位の農業への応用など、
測量技術が生活に結びついているという驚きが効果的。

⑤ 測量を生活に役立てるため、システム関係の他の技術が関わっていること
を伝えることも測量界への興味のきっかけになる。

⑥ 「生活との意外な結びつき」と「現場の測量」のギャップ感から測量界へ
の興味を引き出すことができるのではないか。

→新鮮な観点が得られた。来年度、各団体の若手からの助言も集約して検討したい。
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広報推進協議会のウェブサイトのスマートフォン対応をはじめ、若年者の視点に立っての
発信については、課題意識をもって検討を進めました。

国土地理院の採用活動でも、若手グループを作って工夫をしておりましたので、国土地理
院の若手グループからの提案を国土地理院から共有し、ワーキンググループで検討しました。

スライドに記載されている提案は、まさに若手の生の提案ですので、必ずしもこの協議会
で実施可能な提案ではありませんが、若手の新鮮な観点からの提案は非常に示唆に富んだも
のであるということが分かりました。来年度、各団体のチャンネルも経由して若手とつな
がっていけるような工夫を行いたいと考えています。
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まとめ・今後の流れ
•継続するもの

リーフレットの更新
予定情報やビデオ等を集約して協議会ウェブサイトに掲載
ツイッターを用いた周知・広報
近代測量150年記念事業への協力

•新たに実施するもの
若手の声を聞く ←来年度初回のWGを早期開催し、具体策を検討
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ワーキンググループからの報告をまとめます。
まず、継続するものですが、リーフレットは引き続き更新してまいります。更新案を本協議
会でご承認いただけましたならば、製作作業を進め、５月までに各団体に配布させていただき
ます。ウェブサイトについても、引き続き更新してまいります。また、本年度ツイッターを運
営できる体制を構築しましたので、来年度も運営してまいります。なお、近代測量１５０周年
記念事業のウェブサイトの運営を本協議会で実施していますが、これも引き続き実施して参り
ます。
また、新たに実施するものとして、若手の声を聞くための工夫をしてまいりたいと考えてい
ます。具体的な方策は、来年度以降、ワーキンググループで議論してまいりたいと思います。



【参考】本年度検討を行い、実施を見送った事項

•地域別企業一覧をジオコーディングしたサイトを試作
住所からのジオコーディングの精度がユーザ(→就活生)にとって受け入れ
可能なレベルに至らず、地図の鮮度を確保することも困難であることが明
らかになった。
地図の公開は見送る。

•地域別企業一覧（テキスト）への支店情報掲載を検討
企業それぞれのアクセスマップとの重複感が大きい。
特に支店・営業所等の変更は頻繁であり、協議会ウェブサイトの一覧の
鮮度・精度を確保しようとすれば、費用対効果が見合わなくなる。
支店情報の追加掲載は見送る。
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本スライドは、ご参考まで、本年度ワーキンググループで実施した作業の中で、残念な
がらウェブサイトへの反映にまでは至らなかったものをご紹介するものです。
作業から得られた知見は、今後の活動にも生かしていきたいと考えております。


